
本章のおもな明細書記載ポイント

有床義歯（義歯新製）
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　　　随時改定対象（令和 8 年 6 月現在）
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※ 「摘要」欄記載事項については，「本章のおもな明細書記載事項・記載例
（本誌 622 頁）」を参照のこと．

歯技連1  歯技連1  6060×　　歯技連2  ×　　歯技連2  8080×　　TF（フ） ×　　TF（フ） 272272×　　芯補強 ×　　芯補強 150150×　×　
3DFD 3DFD 42034203 ＋（＋（66×　）×　　熱可塑性樹脂有床義歯 ×　）×　　熱可塑性樹脂有床義歯 719719・・862862・・11971197・・16571657・・27652765×　　×　　
鋳Cl（金） 鋳Cl（金） 3788・・3130・・3110・・2444・・1937×　　鋳Cl（金パラ） ×　　鋳Cl（金パラ） 2122・・1716・・1518・・1351・・1271×　　×　　
線Cl 線Cl 164164×　　線Cl（金） ×　　線Cl（金） 1877・・1434×　　×　　
コンビCl（金パラ） コンビCl（金パラ） 885・・802・・761×　　ローチ鉤 ×　　ローチ鉤 3768・・3788・・2102・・2122×　×　
内面処理加算2  内面処理加算2  4545×　　バー（金パラ） ×　　バー（金パラ） 3452×　　補綴隙　×　　補綴隙　6565××

・ 3 次元プリント有床義歯，熱可塑性有床義歯は「歯冠修復及び
欠損補綴」の「その他」欄に部位および点数（装着料と合算）・
回数を記載する（「傷病名部位」欄の記載から明らかに特定でき
る場合は部位は省略可）．

　（例）76 567 熱可塑性有床義歯 862×1

・ 顎運動関連検査は，実施した検査名
を「処置・手術」の「その他」欄に
記載する．

・ 傷病名の歯式は，排列した人工歯数ではなく欠損歯数を
記載する（智歯は欠損歯数に含めない）．人工歯数と欠損
歯数が異なる場合は「摘要」欄にその旨を記載する．

・ 補綴隙を使用した場合は当該歯に△を付記する．



算定項目等 記載欄 明細書略号
「摘要」欄記載
（○：原則必要，

△：場合により必要）

■医学管理等
新製有床義歯管理料（1 口腔につき）
　局部義歯の場合 ❶／総義歯の場合 ❷

所定欄
△

■検 査
顎運動関連検査（1 装置につき 1 回） ❹ 所定欄 △

■リハビリテーション
歯科口腔リハビリテーション料 1（1 口腔につき） ❸
　有床義歯の場合

所定欄

■処 置

残根削合（1 歯 1 回につき）
処置・手術

「その他」欄

歯冠修復物または補綴物の除去（1 歯につき） ❺
　簡単なもの／困難なもの／著しく困難なもの

所定欄
○

■歯冠修復及び欠損補綴
補綴時診断料（1 装置につき）
　補綴時診断（新製の場合） ❻

所定欄

　　歯科技工士連携加算 1 ／歯科技工士連携加算 2
歯冠修復及び欠損補綴

「その他」欄
歯技連 1-2 ○

歯冠形成（1 歯につき）
　窩洞形成（単純なもの） ❽

所定欄

補綴前処置（1 装置につき） ❼ ○

印象採得
　歯冠修復（1 個につき） ❾
　　単純印象／連合印象
　欠損補綴（1 装置につき） �
　　単純印象（簡単なもの／困難なもの）／連合印象／特殊印象

装 着
　歯冠修復（1 個につき） �

　　内面処理加算 2 
歯冠修復及び欠損補綴

「その他」欄

　欠損補綴（1 装置につき）・有床義歯
　　少数歯欠損／多数歯欠損／総義歯

（有床義歯等に合算）

咬合採得
　欠損補綴（1 装置につき）・有床義歯 �
　　少数歯欠損／多数歯欠損／総義歯

所定欄

　　歯科技工士連携加算 1 ／歯科技工士連携加算 2
歯冠修復及び欠損補綴

「その他」欄
歯技連 1-2 ○

仮床試適（1 床につき） �
　少数歯欠損／多数歯欠損／総義歯 

所定欄

　　歯科技工士連携加算 1 ／歯科技工士連携加算 2
　その他の場合

歯冠修復及び欠損補綴
「その他」欄

歯技連 1-2
TF（フ）

○

根面被覆（1 歯につき）（材料料を含む）
　根面板によるもの �／レジン充填によるもの �

所定欄



算定項目等 記載欄 明細書略号
「摘要」欄記載
（○：原則必要，

△：場合により必要）

有床義歯（材料料を含む）（装着料を含む） �
　局部義歯（1 床につき）
　　1 ～ 4 歯／ 5 ～ 8 歯／ 9 ～ 11 歯／ 12 ～ 14 歯
　総義歯（1 顎につき）

所定欄

△

　　有床義歯補強加算

歯冠修復及び欠損補綴
「その他」欄

芯補強

3 次元プリント有床義歯（1 顎につき）
　歯冠部用材料／義歯床用材料

3DFD △

熱可塑性樹脂有床義歯（材料料を含む）（装着料を含む）
　局部義歯（1 床につき）
　　1 ～ 4 歯／ 5 ～ 8 歯／ 9 ～ 11 歯／ 12 ～ 14 歯
　総義歯（1 顎につき）

△

鋳造鉤（1 個につき）（材料料を含む）
　14 カラット金合金
　　双子鉤（大・小臼歯／犬歯・小臼歯）
　　二腕鉤（レストつき）〈大臼歯／犬歯・小臼歯／前歯（切歯）〉
　金銀パラジウム合金（金 12％以上）
　　双子鉤（大・小臼歯／犬歯・小臼歯）
　　二腕鉤（レストつき）〈大臼歯／犬歯・小臼歯／前歯（切歯）〉

鋳 Cl（金）

鋳 Cl（金パラ）

　鋳造用コバルトクロム合金 �
　　双子鉤／二腕鉤

所定欄

　ローチのバークラスプ（1 歯／ 2 歯以上）
　　14 カラット金合金
　　金銀パラジウム合金（金 12％以上）
　　鋳造用コバルトクロム合金

歯冠修復及び欠損補綴
「その他」欄

線鉤（1 個につき）（材料料を含む）
　不銹鋼および特殊鋼　双子鉤 �／レストのないもの �

所定欄

　不銹鋼および特殊鋼　二腕鉤（レストつき）
　14 カラット金合金　双子鉤／二腕鉤（レストつき）

歯冠修復及び欠損補綴
「その他」欄

線 Cl（金）

コンビネーション鉤（1 個につき）（材料料を含む）
　鋳�造鉤またはレストに金銀パラジウム合金（金 12％以上），線鉤に

不銹鋼および特殊鋼を用いた場合
コンビ Cl（金パラ）

　鋳��造鉤またはレストに鋳造用コバルトクロム合金，線鉤に不銹鋼お
よび特殊鋼を用いた場合 �

所定欄
磁性アタッチメント（1 個につき）（材料料を含む）
　磁石構造体を用いる場合 �
　キーパー付き根面板を用いる場合 �

間接支台装置（1 個につき） �

大連結子（1 個につき）（材料料を含む）
　鋳造バー　金銀パラジウム合金（金 12％以上）

歯冠修復及び欠損補綴
「その他」欄 バー（金パラ）

　鋳造バー　鋳造用コバルトクロム合金 �
　屈曲バー　不銹鋼および特殊鋼 �
　保持装置 �

所定欄

補綴隙（1 個につき）
歯冠修復及び欠損補綴

「その他」欄

特定保険医療材料料（歯冠修復および欠損補綴）
　人工歯科 �

所定欄


